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特異なホタテガイの化;百'=orf1ρeofentaκaわaS仙1

(Yokoyama):本種はタカバシホタテという和名で呼ば

れ,末期中新世から前期更新世までの約500万年間,

東北地方からカムチャツカにかけての北西太平洋におい

て繁栄したホタテガイの伸閥である.殻の大きさ(写真の

個体は約16cm)は現在のホタテガイと変わらないが,約

1kgの重厚な殻を持ち,片方の殻が著しく湾曲している

ことが現在のものと異なる.北海道雨竜郡沼田町の鮮

新統幌加尾自利加層産.地質標本館には約60個体が収

蔵されている.

(写真と文:筑波大学地球科学研究科中島礼)
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